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■「健康づくり」11月号公開（健康日本21推進全国連絡協議会より） 

「健康づくり」11 月号が公開されました。下記 URL よりご覧くださ

い。 

https://www.health-net.or.jp/syuppan/kenkozukuri/index.html 
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「アウトドアスポーツ実践者のライフスタイルとWell-being」 

松本 秀夫（東海大学） 

 

私は，海や山などで活動する人々の行動に関心を持ち，実践者のライ

フスタイルと Well-being に関する研究を行っています。インタビュー

調査では，彼らの Well-being やレジャー満足度が高いことが明らかに

なっています。特に海での活動を行う人々の中には，活動のために居

住地や仕事を変えるケースも見られます。また，活動を通じたコミュ

ニティの存在が非常に重要であることも示されています（松本・千足，

2018）。 

では，なぜ長期にわたって活動を継続し，楽しみ続けることができる

のでしょうか？その理由の一つは「飽きない」ことです。野外の活動

は毎回同じ環境ではなく，サーフィンの波は毎回異なり，スキーでの

雪質も変化します。ダイビングで出会う生物も同じではありません。

もう一つの理由は，「スキルの重要性」です。少しでもうまくならなけ

れば，やがて活動をやめてしまうのです。また，年齢を重ねて体力が

低下しても，年齢に応じたスキルの維持や向上を実感できることが継

続につながります。 

私自身も海の近くに住み，友人たちと 1 年を通してレジャー活動を楽

しんでいます。雪が降ればゲレンデやバックカントリーでスキーを楽

しみ，最近ではゴルフにも夢中です。まさに，私の実生活そのものが

研究対象と言えるかもしれません。これからも，活動を通じたコミュ

ニティを大切にしながら，“研究”を続けていければと考えています。 
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